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技術 内容 
AUTOSAR AUTOSAR SecOC 
CAN 通信 メッセージ認証 
鍵管理、鍵交換 SHE(Security Hardware Extension) 

ISO/IEC 11770-2 
認証 ECU 相互認証 

 
1.4 プロセス構築 

お客様の既存の開発プロセスとのギャップ分析を行い、プロセス構築のスタートなる 
SMP(Security Management Plan)の作成支援から開始し、各工程でのガイドライン作成を支援致します。 

 
1.5 組織運用 

製品を如何に堅牢に作ろうとも、開発中や製品リリース後に暗号鍵が漏洩してしまえば、セキュリティ 
は保てません。鍵管理の組織運用やインシデント発生時の対処を中心となっておこなう 
SIRT(Security Incident Response Team)の構築支援を行います。 

 
 
2．今後のサービス拡張について 
 ヴィッツでは、自動車業界向けの組込みセキュリティ支援から開始します。今後の IoT/CPS 社会では、莫大な

数の組込み製品がネットワークにつながります。今後、ドローン、ロボットなど様々な製品に対し、ヴィッツの

組込みセキュリティ技術を適用する支援を行い、安心、安全な社会作りに貢献します。 
 
 
お問い合わせ先 
本発表に関するお問い合わせは、以下にお願いします。 

株式会社ヴィッツ 
総務部：脇田、佐藤  （技術的内容；組込セキュリティ PF 開発部：武田 ） 

TEL: (052) 220-1218 
 


